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軽度認知障害 (MCI) とは ?

　2022 年の調査によると、高齢者における認知症の割合は 12.3％、
軽度認知障害 (MCI) の割合は 15.5％と推計されています。
　認知症や軽度認知障害 (MCI) の割合は、社会の高齢化に伴い増
加します。2040 年に横浜市では、高齢者のうち認知症は約 18 万人
(14.9％)、軽度認知障害 (MCI) は約 19 万人 (15.6％) になると推計
されます。高齢者３人のうちの１人になります。

認知症と軽度認知障害 (MCI) の推計 (2040 年）

　軽度認知障害 (MCI) は、正常 ( 年齢相応 ) と認知症の中間の
状態で、軽い認知機能の低下があって、難しい作業に支障は生
じても基本的に日常生活は送れる状態の段階を指します。
　認知症の発症は、生活習慣とも大きな関係があります。よい生
活習慣を心がければ、認知機能の低下を緩やかにしたり、発症を
遅らせたりすることができます。


	軽度認知症(MCI)A3二つ折りチラシ(表裏紙)_2025.3
	軽度認知症(MCI)A3二つ折りチラシ(中面) _2025.3

